
令和５年度九都県市首脳会議廃棄物問題検討委員会適正処理部会 

廃棄物の適正処理に係る周知啓発業務委託 企画提案実施要綱 

 

１ 事業名  

  令和５年度九都県市首脳会議廃棄物問題検討委員会適正処理部会 廃棄物の適正処理

に係る周知啓発業務委託 

 

２ 目的 

  九都県市（埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、横浜市、川崎市、千葉市、さいたま市

及び相模原市）首脳会議に所属する九都県市首脳会議廃棄物問題検討委員会適正処理部

会（以下「委託者」という。）は、廃棄物の適正処理に関する事業を実施している。 

 令和５年度は、委託者の取組である「低濃度ＰＣＢ（ポリ塩化ビフェニル）廃棄物」及

び「小型充電式電池」について、域内※住民及び域内事業者に対し、処分期限等について

広く周知することで「廃棄物の適正処理」を推進するとともに、オンラインでの情報発信

をこれまで以上に強化し、域内住民及び域内事業者が求めている情報にアクセスし易く、

かつ容易に必要な情報を入手できるデザイン・構成とすることを目的に、Ｗｅｂサイトの

改修事業を実施することを目的として活動を行う。 

※「域内」とは、九都県市の構成自治体である、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、横

浜市、川崎市、千葉市、さいたま市及び相模原市をいう。 

  

３ 業務概要 

 (1) 業務内容 

「令和５年度九都県市首脳会議廃棄物問題検討委員会適正処理部会 廃棄物の適正

処理に係る周知啓発業務委託仕様書」のとおり 

(2) 契約期間 

契約締結日から令和５年 12月 22日（金）まで 

(3) 事業費限度額 

６，０００，０００円（消費税及び地方消費税相当額を含む） 

 (4) 事業の対象 

   域内住民及び域内事業者 

 

４ 受注者の選定方法 

 公募型プロポーザル形式 

 

５ 応募資格 

 (1) 事業目的の達成及び事業計画の遂行に必要な組織、人員等を有していること。又はこ 

  れらを調達することができること。 

(2) 事業を円滑に遂行するために必要な経営基盤を有し、資金等について十分な管理能

力を有していること。 

 (3) 本事業の実施にあたって、委託者等との連絡調整や打合せに迅速かつ適切に対応で

きること。 

 (4) 埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、横浜市、川崎市、千葉市、さいたま市及び相模

原市のいずれかの入札参加資格を有していること。また、本プロポーザルの周知（通知）

日から契約締結までの間、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、横浜市、川崎市、千葉 

  市、さいたま市及び相模原市から入札参加停止・除外の措置を受けている期間がない者

であること。 
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６ 応募書類等の交付 

 (1) 交付方法 

 「九都県市首脳会議廃棄物問題検討委員会」ウェブサイトからダウンロードすること。 

ＵＲＬ：https://www.re-square.jp/ 

 (2) 交付期間 

令和５年５月８日（月）午前 10時から５月 12日（金）午後５時まで 

 

７ 本件に関する説明会 

 本件に関する説明会は開催しない。本件の内容に関する質問がある場合については、 

「10 質問及び回答」参照 

 

８ 本件への参加意思の表明 

 本件に参加する事業者は、以下のとおり参加意向申出書を提出すること。 

 (1) 提出書類 

 参加意向申出書 

 (2) 提出期間 

 令和５年５月８日（月）から５月 12日（金）午後５時必着 

 ※持参の場合、平日午前８時 30分から午後５時まで受付 

 (3) 提出方法 

   持参又は郵送により提出すること。 

 ⑷ 提出先 

   「16 事業担当（問合せ先及び提出先）」参照 

 

９ 提案資格の通知 

 「５ 応募資格」の(1)から(5)の応募資格を満たすか確認のうえ、参加意向申出書を提

出した者に提案資格の確認結果を通知する。 

 (1) 通知日 

   令和５年５月 19日（金）までに通知する。 

 (2) 通知方法 

 電子メールにより通知書を送付する。 

 

10 質問及び回答 

 本件の内容に関して質問がある場合は、以下の方法で質問を行うことができる。なお、 

質問に際しては、以下の事項を遵守すること。 

 (1) 受付期間 

   令和５年５月 19日（金）から５月 26日（金）午後５時必着 

 (2) 質問方法 

   質問書に記載し、電子メールにより提出すること。電子メールの送信後、必ず受信確 

  認の電話連絡を行うこと。 

※電子メール以外の方法による質問は受付けない。 

※受付期間外の質問は受付けない。 

 (3) 提出先 

  「16 事業担当（問合せ先及び提出先）」参照 

 (4) 回答方法 

   質問の内容及び回答は、令和５年５月 31日（水）までに「九都県市首脳会議廃棄物

問題検討委員会」のウェブサイト（https://www.re-square.jp/）に掲載する。なお、

質問者の名称は非公開とする。 

https://www.re-square.jp/
https://www.re-square.jp/


3 

 

11 企画提案内容 

 別紙「令和５年度九都県市首脳会議廃棄物問題検討委員会適正処理部会 廃棄物の適正

処理に係る周知啓発業務委託仕様書」の内容を十分に踏まえ、以下の業務について企画提案

をすること。 

 (1) 低濃度ＰＣＢ廃棄物の期限内処理に係る周知啓発用Ｗｅｂページのデザイン 

 (2) Ｗｅｂ広告等を活用した広報手法及びデザイン 

 (3) 域内住民等への周知を目的としたリーフレットの作成デザイン 

 (4) 環境関連イベントの来場者等に配布するノベルティの作成デザイン 

 (5) 事業報告書様式 

 

12 企画提案書等の提出 

 (1) 提出書類 

  ア 企画概要書 ※「11 企画提案内容」を簡潔に１枚にまとめたもの 

  イ 企画提案書 

(ｱ) 「11 企画提案内容」の(1)から(5)について、企画の趣旨及び具体的な事業内容

を説明したもの 

   (ｲ) 業務実施体制（組織体制、実施責任者、担当者） 

ウ 経費見積書 

経費区分（人件費、事業費、一般管理費、消費税及び地方消費税の総額）ごとに、 

所要経費を積算すること（各経費の算出根拠も併せて明記） 

エ 添付書類 

(ｱ) 提案者の概要書（パンフレット可） 

窓口担当者の氏名、電話番号、ファックス番号、メールアドレス等を含む 

(ｲ) 事業実績説明書 

類似事業実績、自治体委託業務実績等について、年度、件名、内容などを簡潔にま

とめたもの 

 (2) 提出部数 

   10部 

 (3) 規格 

ア 原則としてＡ４サイズ横版の書面で提出すること。 

  イ 10部のうち、１部のみ表紙に法人名を記載し、残りの９部については提案資格の

確認結果通知時に委託者が指定する「管理用アルファベット」を法人名の代わりに

記載すること。また、添付資料に法人名が記載される場合についても同様とする。 

 (4) 提出期間 

   令和５年５月 23日（火）から６月７日（水）午後５時必着 

   ※持参の場合、平日午前８時 30分から午後５時まで受付 

 (5) 提出方法 

   持参、郵便、または宅配便で送付 

   ※電子メール、ファックスによる提出は不可 

 (6) 提出先 

「16 事業担当（問合せ先及び提出先）」参照 

 

13 委託先の選定及び委託契約の締結 

 (1) 審査方法 

   公募締め切り後、提案者からの提出書類により、審査を実施する。 

   委託先は、「(2) 審査基準」を基に企画提案書の内容、履行体制及び業務実績等を総

合的に判断し、委託者の合計点数が最も高い者を第１位として選定する。合計点数が最
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も高い者が複数あった場合、見積額の低い提案者を第１位として選定する。また、見積

額も同額であった場合、事業担当自治体の合計点数が高い者を第１位として選定する。 

   なお、全ての審査が終了するまでは、他の審査自治体に提案者名を公表しない。また、

審査経過等に関する問合せには応じない。 

 (2) 審査基準 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (3) 審査結果の連絡 

   審査結果は、すべての提案者に対して通知する。 

 (4) 契約の締結 

審査結果の通知後、委託者と本事業に係る委託契約締結の手続を行う。 

   なお、諸般の事情により、企画書の内容について、委託契約締結前に一部変更を求め

ることがある。 

 

14 辞退届 

  参加意思表明書の提出後、本件への参加を辞退する場合は、速やかに下記書類を提出す 

 ること。 

 (1) 提出書類 

  辞退届 

 (2) 提出方法 

  持参又は郵送 

 (3) 提出先 

「16 事業担当（問合せ先及び提出先）」参照 

 

15 その他 

 (1) 著作権等 

  ア 本事業にあたり、第三者の著作権その他の権利に抵触するものについては、受注者 

   の費用をもって処理すること。 

  イ Ｗｅｂサイト、啓発ツールのデザイン、標語等は令和５年度以降も委託者が利用 

   できる権利を有するものとする。 

評価のポイント 配点

業務の専門性と見合った人員体制が組まれているか。 5

業務内容に精通している知識、経験があると考えられるか。 5

業務に見合った内容で、適切に経費が見積もられているか。 5

業務全体 コンセプト 事業の趣旨を的確に理解しているか。 10

デザイン 事業の趣旨が伝わりやすいレイアウト・デザインであるか。 5

効果 事業の認知度向上や域内住民等の行動促進に効果的な内容であるか。 5

デザイン 一目で概要が認識でき、閲覧者の目を引くデザインであるか。 5

効果 事業の認知度向上や域内住民等の行動促進に繋がる内容であるか。 5

デザイン 一目で概要が認識でき、閲覧者の目を引くデザインであるか。 5

効果 事業の認知度向上や域内住民等の行動促進に効果的な内容であるか。 5

広報 事業を効果的に広く周知・広報できる手法であるか。 5

デザイン 一目で概要が認識でき、閲覧者の目を引くデザインであるか。 5

効果 事業の認知度向上や域内住民等の行動促進に繋がる内容であるか。 5

デザイン 一目で概要が認識でき、閲覧者の目を引くデザインであるか。 5

効果 事業の認知度向上や域内住民等の行動促進に効果的な内容であるか。 5

広報 事業を効果的に広く周知・広報できる手法であるか。 5

実用性 日常生活で活用できるものであるか。 5

効果 事業の認知度向上や域内住民等の行動促進に効果的な内容であるか。 5

事業報告書の作成 構成 シンプルでわかりやすいものであるか。 5

その他
（配点10点）

トータルデザインへの印象度 10

110総合得点

リーフレットの作成
【低濃度PCB】

web広告の作成
【低濃度PCB】

リーフレットの作成
【小型充電式電池】

web広告の作成
【小型充電式電池】

ノベルティの作成
【小型充電式電池】

業務内容の
妥当性

（配点85点）

webページの作成
【低濃度PCB】

総合判断

項目

履行体制及
び業務実績

等
（配点15点）

履行体制

業務実績

経費見積の適切性
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 (2) 費用の負担 

   企画提案書作成に生じた経費等、応募に関する費用はすべて提案者の負担とする。 

 (3) 応募書類の取扱い 

   提出された書類は、本事業に係る目的以外には使用しない。なお、提案者へ返却しな 

  い。 

 

16 事業担当（問合せ先及び提出先） 

 九都県市首脳会議廃棄物問題検討委員会適正処理部会事務局 

 （神奈川県環境農政局環境部資源循環推進課） 

 〒231-8588 神奈川県横浜市中区日本大通１ 

 電 話 045-210-4154 

 E-Mail genryo-saishigenka@pref.kanagawa.lg.jp 

 


